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ロボット・カミイ 

古田
ふ る た

足
たる

日
ひ

／さく 堀内
ほりうち

誠一
せいいち

／え 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 

 

たけしとようこが、ダンボールで 

ロボットをつくりました。どうたいにはなみ

だのもととして、水
みず

いろのビー玉
だま

が入
はい

っています。名
な

まえは 

カミイ。よびかけるとへんじをしてうごきだしました。じぶん

では「こうてつせいの、せかい一
いち

りっぱなロボットだ」と言
い

っ

ていますが、ほんとうはかみでできた、いばりんぼのなき虫
むし

で

す。ぬれるとこわれてしまうのにすぐなくので、たけしとよう

こは、いつもはらはらさせられます。わがままばかりのカミイ

のせいで、ようちえんはまい日
にち

大
おお

さわぎです。 

 

どろんここぶた 
アーノルド・ローベル／作 

岸田
き し だ

衿子
え り こ

／訳 文化
ぶ ん か

出版局
しゅっぱんきょく

 

 

おひゃくしょうさんのうちのこぶたは、やわらかいどろんこ

の中
なか

にすわったまま、しずんでいくことがなによりもすきでし

た。けれどもあるあさ、おひゃくしょうのおばさんがぶたごや

を大
おお

そうじして、どろんこがなくなってしまいます。こぶたは、

ぴかぴかのこやを見
み

ると、おこってうちをにげ出
だ

しました。 

ぬまからごみすてば、大きな町
まち

へと、大
だい

すきなどろんこさがし

のたびがはじまります。ところが町
まち

では、まちがえてセメント

にとびこんでしまい、うごけなくなってしまいました。 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 ここで紹介
しょうかい

している本
ほん

は 

市川市
いちかわし

の図書館
と し ょ か ん

でかりることができます。 

［保護者の方へ］ 

子どもたちに永く読み継がれている本のうち、１・２年生の頃に 

一度は出会ってほしい図書館おすすめの本を紹介しています。 

基本版
きほんばん

① 

 

 

中央図書館 

平田図書室 

自動車図書館 

行徳図書館 

信篤図書館 

南行徳図書館 

市川駅南口図書館 

ねん 

ほ ん 
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   エルマーのぼうけん 

    ルース・スタイルス・ガネット／さく わたなべしげお／やく 

 ルース・クリスマン・ガネット／え 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 

 

エルマーはのらねこから、おそろしいどうぶつ島
じま

にとらえら

れているかわいそうなりゅうの子
こ

どものはなしをきいて、たす

けに出
で

かけます。リュックサックにつめたぼうけんのための 

にもつは、チューインガム、わゴム、ぼうつきキャンデー、  

ちがったいろの７本
ほん

のリボンなど。島
しま

ではおなかをすかせた 

たくさんのどうぶつにあいますが、エルマーはもってきた  

にもつをとても上手
じょうず

につかい、りゅうをすくい出
だ

します。 

★エルマーのおはなしは、ほかに２さつあります。 

 

みどりいろのたね 
たかどのほうこ／作 太田

お お た

大八
だいはち

／絵 福音館
ふくいんかん

書店
しょてん

 

 

まあちゃんのクラスでは、みんなではたけにえんどうまめの

たねをまくことになりました。ところがまあちゃんは、うっか

りしてなめていたメロンあめまでうめてしまいます。 

さて、土
つち

の中
なか

でたねたちにはすこしずつめ
．
やね

．
が出

で

てきまし

た。たねたちは、はじめとおなじままのあめ玉
だま

をばかにします

が、「ぼくをなめてみるがいい！」と言
い

われ、みんなでひとく

ちずつなめてみることにしました。すると、そだったまめには、  

ふしぎなことがおこっていたのです。 

白
しろ

いぼうし 車
くるま

のいろは空
そら

のいろ １ 
あまんきみこ／作  北田

き た だ

卓史
た く し

／絵 ポプラ社
しゃ

 

 

松井
ま つ い

さんは、空
そら

いろのタクシーのうんてん 

しゅです。タイヤがパンクしたとき、てつだっ

てくれた小
ちい

さな男
おとこ

の子
こ

を車
くるま

にのせたら、おり

たあとには金
きん

いろのきつねの毛
け

がのこっていました。またある 

ときは、右
みぎ

、左
ひだり

と言
い

われたとおりに車
くるま

を走
はし

らせて、しらない

ところについたころ、バックミラーにうつっていたのは、  

山
やま

ねこのお客
きゃく

でした。 

空
そら

いろのタクシーのふしぎなおはなしが八
やっ

つ入
はい

っています。 

★『車
くるま

のいろは空
そら

のいろ』シリーズは、ほかに２さつあります。 

 

ロバのシルベスターとまほうの小石
こ い し

 

ウィリアム・スタイグ／さく  せたていじ／やく 評論社
ひょうろんしゃ

 

 

夏休
なつやす

みのある雨
あめ

の日
ひ

、ロバのシルベスター・ダンカンは、  

もえるように赤
あか

くてまん丸
まる

の小石
こ い し

を見
み

つけました。そして、 

その石
いし

をもったまま、「雨
あめ

がやんでくれたら、なあ」と言
い

うと、

おどろいたことに雨
あめ

がやみ、お日
ひ

さまがかがやきました。  

それはまほうの石
いし

だったのです。よろこんだシルベスターは、

なにをねがおうかと考
かんが

えながら歩
ある

いていきました。すると、

であったのはライオン。あわてふためいたシルベスターは、 

「ぼくは岩
いわ

になりたい」とねがってしまいました。 
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